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第259号

秦野市議会 こちらからも
アクセスできます

議
案
第
60
号
　
工
事
請
負
契
約
の
締
結

に
つ
い
て

▼
提
案
理
由

　

新
東
名
高
速
道
路
秦
野
丹
沢
ス
マ
ー

ト
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
と
市
街
地
の
ア

ク
セ
ス
性
の
向
上
を
図
る
た
め
、
都
市

計
画
道
路
菩
提
横
野
線
の
整
備
を
行
う

も
の
。
契
約
金
額
は
11
億
７
７
０
０
万

円
、
工
期
は
令
和
10
年
３
月
15
日
ま
で
。

▼
付
託
委
員
会

　

環
境
都
市
常
任
委
員
会

▼
委
員
会
で
の
主
な
質
疑

問　
本
工
事
の
工
期
は
、
10
年
３
月
15

日
ま
で
と
な
っ
て
い
る
が
、
企
業
誘
致

を
目
的
と
し
た
戸
川
土
地
区
画
整
理
事

業
と
の
兼
ね
合
い
は
ど
の
よ
う
か
。
ま

た
、
現
時
点
で
考
え
ら
れ
る
懸
念
事
項

は
何
か
。

答　
区
画
整
理
事
業
は
、
10
年
10
月
ま

で
に
工
事
を
完
成
す
る
予
定
で
あ
る
た

め
、
本
工
事
に
よ
る
企
業
誘
致
な
ど
へ

の
影
響
は
な
い
と
考
え
る
。
ま
た
、
大

雨
な
ど
の
対
策
は
講
じ
て
い
る
も
の
の
、

想
定
を
超
え
る
よ
う
な
降
水
も
考
え
ら

れ
る
た
め
、
工
期
に
多
大
な
影
響
が
出

な
い
よ
う
取
り
組
む
。

▼
本
会
議
で
の
反
対
討
論

　

隣
接
す
る
矢
坪
沢
の
自
然
景
観
を
壊

し
て
ま
で
建
設
を
進
め
る
こ
と
に
疑
問

が
残
る
た
め
、
反
対
す
る
。

▼
採
決
の
結
果

　

委
員
会　

原
案
可
決
（
賛
成
多
数
）

　

本
会
議　

原
案
可
決
（
賛
成
多
数
）

新
東
名
高
速
道
路
と
市
街
地
と
の
ア
ク
セ
ス
向
上
を

図
る
た
め
、都
市
計
画
道
路
菩
提
横
野
線
を
整
備

令和7年11月現在の様子

完成予想図

菩
提
横
野
線
の
整
備
を
行
う
た
め

　
　
　
　工
事
請
負
契
約
を
締
結

菩
提
横
野
線
の
整
備
を
行
う
た
め

　
　
　
　工
事
請
負
契
約
を
締
結

菩
提
横
野
線
の
整
備
を
行
う
た
め

　
　
　
　工
事
請
負
契
約
を
締
結

菩
提
横
野
線
の
整
備
を
行
う
た
め

　
　
　
　工
事
請
負
契
約
を
締
結

第4回（12月）
定例月会議

　

令
和
７
年
11
月
26
日
か
ら
12
月
15
日
ま
で
の
20
日
間
の
日
程
で

開
催
さ
れ
た
第
４
回
（
12
月
）
定
例
月
会
議
の
審
議
結
果
な
ど
を

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

議
案
審
議

過去の掲載作品

 詳しい応募要件は、ホームペ
ージをご覧ください。
 多くの皆さんの応募をお待ち
しております。

テ ー マ： 秦野の風景、地域の行事など
応募資格： 市内在住、在勤または

在学の方
応募方法： 応募用紙に記入し、

メール、郵送または
持参

表 紙 写 真 を 募 集

物価高騰対策に係る補正予算を可決令和7年12月 第1回臨時会議を開催（令和7年12月25日）
議案第 69号 令和７年度秦野市一般会計補正予算（第５号）を

定めることについて　　　 物価高対応子育て
応援手当給付事業費
5億1,346万7千円
水道事業会計
補助金
1億617万円

▶要　旨

▶採決の結果　本会議　原案可決（賛成全員）

物価高騰の影響を受けている市民と事業者の負担を軽
減するため、国の物価高対応子育て応援手当の支給
や、物価高騰対応重点支援地方創生臨時交付金を活用
した市の独自施策を実施するため、歳入歳出それぞれ
６億1,963万7千円を追加するもの。

令和8年3月から8月検針分ま
での6か月間、水道の基本料
金無料および超過料金減額

0歳から高校生年代までの
子ども1人につき2万円の
給付金を支給

　

伊
藤
大
輔
議
員
は
令
和
８
年
１
月
25

日
執
行
の
秦
野
市
長
選
挙
に
立
候
補
し

た
た
め
、
公
職
選
挙
法
第
90
条
に
よ
り
、

１
月
18
日
付
で
自
動
失
職
と
な
り
ま
し

た
。 伊

藤
大
輔
議
員
が
失
職

エンジェル富士山（撮影者：伊熊純一さん）
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私
学
助
成
の
拡
充
を
求
め
る
意
見
書
を

国
・
県
へ
提
出

高
齢
者
バ
ス
乗
車
券
購
入
費
助
成
制
度
の

創
設
を
求
め
る
陳
情
は
不
採
択

ケ
ア
労
働
者
の
報
酬
引
き
上
げ
を
求
め
る

陳
情
は
趣
旨
了
承

公
務
員
の
任
用
に
国
籍
条
項
を
定
め
る

法
律
の
制
定
を
求
め
る
陳
情
は
趣
旨
了
承

令
７
陳
情
第
20
号　
国
に
私
学
助
成
の

拡
充
を
求
め
る
意
見
書
の
提
出
を
求
め

る
陳
情
書

令
７
陳
情
第
21
号　
神
奈
川
県
に
私
学

助
成
の
拡
充
を
求
め
る
意
見
書
の
提
出

を
求
め
る
陳
情
書

▼
願　
意

　

未
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
、

公
私
の
学
費
格
差
を
さ
ら
に
改
善
し
、

保
護
者
の
経
済
的
負
担
の
軽
減
、
教
育

の
機
会
均
等
が
図
れ
る
よ
う
、
私
学
助

成
制
度
の
一
層
の
拡
充
を
求
め
る
も
の
。

▼
採
決
の
結
果

　

本
会
議　

採
択
（
賛
成
多
数
）

令
７
陳
情
第
16
号　
高
齢
者
バ
ス
乗
車

券
購
入
費
助
成
制
度
の
創
設
を
求
め
る

陳
情
書

▼
願　
意

　

高
齢
者
バ
ス
乗
車
券
購
入
費
の
助
成

を
行
う
こ
と
で
、
高
齢
者
の
交
通
事
故

を
防
ぎ
、
通
院
、
買
い
物
、
公
共
施
設

の
利
用
な
ど
気
軽
に
外
出
が
で
き
る
こ

と
に
よ
る
健
康
の
保
持
・
増
進
に
つ
な

が
る
た
め
、
高
齢
者
バ
ス
乗
車
券
購
入

費
助
成
制
度
の
創
設
を
求
め
る
。

▼
付
託
委
員
会

令
７
陳
情
第
19
号　
安
全
・
安
心
の
医

療
・
介
護
提
供
体
制
を
守
る
た
め
、
全

て
の
ケ
ア
労
働
者
の
処
遇
改
善
に
つ
な

げ
る
報
酬
10
％
以
上
の
引
上
げ
を
求
め

る
陳
情
書

▼
願　
意

　

医
療
や
介
護
現
場
で
働
く
全
て
の
ケ

ア
労
働
者
の
賃
上
げ
と
人
員
配
置
増
に

つ
な
げ
る
た
め
に
、
令
和
８
年
度
の
診

療
報
酬
改
定
と
、
介
護
・
障
害
福
祉
サ

ー
ビ
ス
な
ど
の
報
酬
改
定
も
実
施
し
、

全
て
の
医
療
機
関
と
介
護
・
福
祉
等
事

業
所
の
物
価
高
騰
対
策
も
含
め
て
、
各

令
７
陳
情
第
23
号　
「
全
て
の
公
務
員

の
任
用
に
国
籍
条
項
を
定
め
る
法
律
」

の
制
定
を
求
め
る
意
見
書
提
出
に
関
す

る
陳
情
書

▼
願　
意

　

か
つ
て
地
方
公
共
団
体
で
は
、
現
業

職
以
外
に
国
籍
条
項
の
規
定
が
あ
っ
た

が
、
現
在
は
国
籍
条
項
撤
廃
の
動
き
が

広
が
っ
て
い
る
。
し
か
し
安
全
保
障
の

観
点
に
お
い
て
、
外
国
籍
、
と
り
わ
け

中
国
人
の
公
務
員
が
日
本
人
に
不
利
益

を
も
た
ら
す
危
険
性
が
あ
る
こ
と
か
ら
、

「
全
て
の
公
務
員
の
任
用
に
国
籍
条
項

議
提
議
案
第
６
号　
国
に
私
学
助
成
の

拡
充
を
求
め
る
意
見
書
の
提
出
に
つ
い

て議
提
議
案
第
７
号　
神
奈
川
県
に
私
学

助
成
の
拡
充
を
求
め
る
意
見
書
の
提
出

に
つ
い
て

▼
本
会
議
で
の
反
対
討
論

　
高
校
も
公
立
、
私
立
い
ず
れ
か
を
残

す
選
択
が
求
め
ら
れ
る
時
代
が
迫
る
中
、

私
立
側
の
格
差
是
正
だ
け
を
理
由
に
し

た
陳
情
に
基
づ
き
、
意
見
書
を
出
す
の

は
時
期
尚
早
の
た
め
、
反
対
す
る
。

▼
採
決
の
結
果

　

本
会
議　

原
案
可
決
（
賛
成
多
数
）

　

文
教
福
祉
常
任
委
員
会

▼
委
員
会
で
の
主
な
意
見

意
見
　
高
齢
化
の
加
速
や
免
許
返
納
者

の
増
加
に
伴
い
、
公
共
交
通
機
関
に
お

け
る
移
動
手
段
の
支
援
策
は
必
要
で
あ

る
。
交
通
空
白
地
域
の
拡
大
に
よ
る
福

祉
費
用
の
増
大
抑
制
や
、
外
出
を
促
す

こ
と
に
よ
る
フ
レ
イ
ル
予
防
も
期
待
で

き
る
た
め
、
採
択
す
べ
き
で
あ
る
。

意
見
　
高
齢
者
の
移
動
支
援
確
保
策
は

意
義
の
あ
る
取
り
組
み
だ
が
、
財
政
面

の
ほ
か
、
現
在
の
利
用
率
や
、
交
通
空

10
％
以
上
の
引
き
上
げ
改
定
を
実
施
す

る
こ
と
。
ま
た
、
当
面
の
支
援
策
と
し

て
、
７
年
度
中
に
全
額
公
費
に
よ
る
賃

上
げ
支
援
策
を
実
行
す
る
こ
と
。

▼
付
託
委
員
会

　

文
教
福
祉
常
任
委
員
会

▼
委
員
会
で
の
主
な
意
見

意
見
　
物
価
高
騰
の
状
況
や
人
材
不
足

を
考
慮
す
る
と
、
賃
金
の
引
き
上
げ
は

必
要
だ
と
考
え
る
が
、
現
在
、
国
で
も

臨
時
改
定
な
ど
の
処
遇
改
善
を
検
討
し

て
い
る
ほ
か
、
報
酬
の
引
き
上
げ
は
、

市
の
財
政
負
担
や
、
市
民
の
保
険
料
負

を
定
め
る
法
律
」
の
制
定
を
求
め
る
意

見
書
を
国
に
提
出
し
て
ほ
し
い
。

▼
付
託
委
員
会

　

総
務
常
任
委
員
会

▼
委
員
会
で
の
主
な
意
見

意
見
　
労
働
基
準
法
や
職
業
安
定
法
に

お
い
て
、
労
働
条
件
な
ど
に
対
す
る
国

籍
を
理
由
と
し
た
差
別
的
な
取
り
扱
い

は
認
め
て
お
ら
ず
、
国
際
人
権
規
約
に

は
労
働
の
権
利
が
明
記
さ
れ
て
い
る
こ

と
か
ら
、
本
陳
情
の
願
意
は
受
け
入
れ

る
こ
と
が
で
き
な
い
た
め
、
不
採
択
と

す
べ
き
で
あ
る
。

白
地
域
の
問
題
を
考
慮
す
る
と
、
市
内

で
統
一
し
た
助
成
で
は
な
く
、
地
域
の

実
情
に
寄
り
添
っ
た
支
援
を
今
後
検
討

す
る
必
要
が
あ
る
た
め
、
不
採
択
す
べ

き
で
あ
る
。

▼
本
会
議
で
の
反
対
討
論

　
現
在
の
財
政
事
情
と
世
代
間
の
公
平

公
正
の
観
点
な
ど
を
鑑
み
る
と
、
助
成

制
度
の
創
設
は
極
め
て
難
し
い
と
判
断

す
る
た
め
、
反
対
す
る
。

▼
本
会
議
で
の
賛
成
討
論

　
助
成
制
度
創
設
に
よ
り
、
高
齢
者
の

外
出
手
段
確
保
、
フ
レ
イ
ル
予
防
に
も

つ
な
が
る
と
考
え
る
た
め
、
賛
成
す
る
。

▼
採
決
の
結
果

　

委
員
会　

不
採
択
（
賛
成
少
数
）

　

本
会
議　

不
採
択
（
賛
成
少
数
）

担
の
増
加
に
つ
な
が
る
懸
念
が
あ
る
た

め
、
趣
旨
了
承
と
す
べ
き
で
あ
る
。

▼
本
会
議
で
の
反
対
討
論

　
ケ
ア
労
働
者
の
賃
金
は
政
府
が
決
め

る
も
の
で
あ
り
、
市
議
会
に
お
い
て
も

現
場
の
主
張
に
躊ち
ゅ
う
ち
ょ躇
な
く
同
意
し
、
採

択
の
立
場
を
表
明
す
べ
き
で
あ
る
と
考

え
る
た
め
、
趣
旨
了
承
に
反
対
す
る
。

▼
本
会
議
で
の
賛
成
討
論

　
医
療
危
機
と
言
わ
れ
る
現
代
に
お
い

て
、
ケ
ア
労
働
者
の
処
遇
改
善
は
喫
緊

の
課
題
で
あ
り
、
早
期
の
処
遇
改
善
が

必
要
で
あ
る
た
め
、
賛
成
す
る
。

▼
採
決
の
結
果

　

委
員
会　

趣
旨
了
承
（
賛
成
全
員
）

　

本
会
議　

趣
旨
了
承
（
賛
成
多
数
）

意
見
　
本
市
を
含
め
、
日
本
全
体
で
人

口
減
少
が
加
速
し
て
お
り
、
公
務
員
の

な
り
手
不
足
が
懸
念
さ
れ
る
。
一
方
で
、

本
陳
情
の
中
で
懸
念
さ
れ
て
い
る
安
全

保
障
上
の
問
題
も
理
解
で
き
る
た
め
、

趣
旨
了
承
と
す
べ
き
で
あ
る
。

▼
本
会
議
で
の
反
対
討
論

　
陳
情
の
願
意
は
、
全
て
の
公
務
員
を

対
象
に
し
て
い
る
が
、
地
方
公
務
員
法

第
16
条
の
欠
格
条
項
に
お
い
て
、
国
籍

制
限
は
規
定
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
趣

旨
了
承
に
反
対
す
る
。

▼
採
決
の
結
果

　

委
員
会　

趣
旨
了
承
（
賛
成
多
数
）

　

本
会
議　

趣
旨
了
承
（
賛
成
多
数
）

陳
情
・
意
見
書

令７陳情第 20・21号を受けて、以下の意見書を国・県に提出しました

神奈川県に私学助成の拡充を求める意見書 

 

 

神奈川県による私立学校の生徒一人当たりの経常費補助

額は、令和７年度に国・県ともに増額された。 
（中略） 

 

しかし、増額してもなお、神奈川県の経常費補助額は高

校と幼稚園を除いて、小・中学校はいまだ国基準額（国庫

補助金と地方交付税交付金の合計額）に達しておらず、 

（中略）全国最低水準である。この補助額の低い水準が、保

護者負担全国最上位クラスという高額な学費をもたらして

いる。 

したがって、県においては、未来を担う子どもたちのた

めに、さらなる経常費補助額の増額、補助対象の拡大、県

外の私立高校へ通学する生徒への授業料補助額の支給など、

助成制度を改善し、保護者の経済的な負担軽減や教育の機

会均等を図るため、私学助成の一層の拡充に努めることを

要望するものである。 

以上、地方自治法第９９条の規定により意見書を提出す

る。 
 

 

令和７年１２月１５日 

  

神奈川県知事 様 

 

秦野市議会議長 相 原   學    

国に私学助成の拡充を求める意見書 

 

 

令和７年３月３１日に、公私ともに年収９１０万円以上

の全世帯に対して、年額１１８，８００円を支援するため

の補正予算が成立した。 
（中略） 

 

しかし、教育の無償化がこれで完成したわけではない。

第一に、文部科学省は令和７年度の制度拡充を令和７年度

限りの新規事業とし、令和８年度については別途検討中と

している。第二に、授業料が実質的に無償化になったとし

ても、入学金や施設整備費などの高額な私費負担が残って

いる。第三に、私立学校への経常費助成は、公立高校生一

人当たりの公費支出額の３割にとどまっている。 
（中略） 

 

したがって、国においては、公私の学費格差をさらに改

善し、全ての子どもたちの学ぶ権利を保障するため、私学

助成の一層の拡充を要望するものである。 

以上、地方自治法第９９条の規定により意見書を提出す

る。 
 

 

 

令和７年１２月１５日 

 衆 議 院 議 長 様   参 議 院 議 長 様   内閣総理大臣 様 

総 務 大 臣 様   財 務 大 臣 様   文部科学大臣 様 

 

 

秦野市議会議長 相 原   學    

日 月 火 水 木 金 土
2/22 23 天皇誕生日 24 25 26 27 28

開議・施政方針・
提案説明
9：00～

3/1 2 3 4 5 6 7
代表質問
9：00～

議案審議
9：00～

予算決算
常任委員会
（総務分科会）
9：00～

8 9 10 11 12 13 14
予算決算
常任委員会
（文教福祉分科会）
9：00～

予算決算
常任委員会
（環境都市分科会）
9：00～

総務常任委員会
9：30～

文教福祉
常任委員会
9：30～

15 16 17 18 19 20 春分の日 21
環境都市
常任委員会
9：30～

議会運営委員会
13：30～

一般質問
9：00～

22 23 24 25 26 27 28
一般質問
9：00～

予算決算常任委員会
委員長報告・議案審
議・散会
9：30～

 第１回（３月）定例月会議日程

※赤字は本会議場で行われるものです。�会議の日程、時刻は変更することがあります。

令和８年３月第１回定例月会議で審査する請願・陳情の提出期限は、
令和８年２月13日（金）午後５時までです。

詳しくは
こちら

請願・陳情の提出
　請願・陳情とは、市民の皆さんが市政に関する要望や意見を議会
に伝えるための制度です。審査は、原則として所管する委員会に付
託し、最終的に本会議で結論を出します。（請願には紹介議員（1人以
上）が必要です。）

　請願（陳情）者には審査結果をお知らせするとともに、国（国会・
関係行政庁）、県知事などに意見書を送付します。

●提出方法
市役所4階

議事政策課へ持参
〒257-8501
議事政策課へ郵送 電子申請

※�郵送または電子申請による陳情書は、本会議の議題とせず、全議員へ配付の取
り扱いとなります。

NEW



はだの議会だより〘3〙令和 8年（2026 年）2月8日（日）  第 259 号

お問い合わせ：議会局議事政策課　TEL 0463-82-9652（直通）

議
会
に
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か

請願・陳情の提出

傍　聴 録画中継

令和８年３月
第１回定例月会議日程  請願・陳情は市政に関する要望や意見を議会に伝

えるための手段です。

令和８年３月第１回定例月会議で
審査する請願・陳情の提出期限は、

令和８年２月13日（金）
までです。

詳しい提出方法は2面下段をご覧ください。

次の定例月会議は、
令和８年
2月26日（木）～
　　　3月26日（木）

　　詳しい日程は2面下段をご覧ください。

   本会議と委員会の傍聴ができます。

   本会議は、障害のある方や乳幼児を連れた方など
も傍聴しやすいように、車いす用のスペースや傍
聴受付横の別室も利用できます。定例月会議日程
（2面下段）をご確認のうえ、お越しください。

　本会議などのインターネット配信を行っています。

　生中継のほか、過去の録画中継もありますの
で、ご都合にあわせてご覧ください。

秦野市議会
からの
おしらせ

議
案
第
58
号　
秦
野
市
特
別
職
職
員
の

給
与
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
こ
と
に
つ
い
て

▼
提
案
理
由

　

本
市
職
員
の
期
末
手
当
と
勤
勉
手
当

の
支
給
率
の
引
き
上
げ
に
準
じ
て
、
市

長
、
副
市
長
お
よ
び
教
育
長
の
期
末
手

当
の
支
給
率
を
引
き
上
げ
る
た
め
、
改

正
す
る
も
の
。

　

な
お
、
本
条
例
の
施
行
日
は
公
布
の

日
と
し
、
令
和
７
年
12
月
１
日
か
ら
適

用
す
る
。

▼
付
託
委
員
会

　

総
務
常
任
委
員
会

▼
委
員
会
で
の
主
な
質
疑

問　
特
別
職
報
酬
等
審
議
会
の
会
議
録

を
確
認
し
た
と
こ
ろ
、
特
別
職
の
期
末

手
当
は
一
般
職
に
準
じ
て
年
間
支
給
率

を
０
・
０
５
月
引
き
上
げ
る
方
向
と
な

っ
て
い
る
こ
と
が
記
載
さ
れ
て
い
る
が
、

ど
の
よ
う
に
方
向
づ
け
さ
れ
た
の
か
。

答　
人
事
院
勧
告
に
お
い
て
、
国
家
公

務
員
指
定
職
の
期
末
手
当
支
給
率
の
改

議
提
議
案
第
５
号　
秦
野
市
議
会
議
員

の
議
員
報
酬
、
費
用
弁
償
及
び
期
末
手

当
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

こ
と
に
つ
い
て

▼
提
案
理
由

　

秦
野
市
特
別
職
職
員
の
期
末
手
当
の

支
給
率
引
き
上
げ
を
踏
ま
え
、
市
議
会

議
員
の
期
末
手
当
の
支
給
率
を
引
き
上

げ
る
た
め
、
改
正
す
る
も
の
。

▼
本
会
議
で
の
反
対
討
論

　

議
員
は
自
ら
の
報
酬
を
議
決
に
よ
っ

て
決
定
で
き
、
そ
の
判
断
材
料
と
し
て
、

第
三
者
の
考
え
方
な
ど
を
参
考
に
対
応

定
が
示
さ
れ
た
場
合
は
、
一
般
職
に
合

わ
せ
て
特
別
職
の
支
給
率
も
改
定
し
て

き
た
過
去
の
経
緯
な
ど
を
踏
ま
え
、
説

明
し
た
も
の
で
あ
る
。

▼
本
会
議
で
の
反
対
討
論

　

特
別
職
の
期
末
手
当
の
支
給
率
引
き

上
げ
に
対
し
、
特
別
職
報
酬
等
審
議
会

か
ら
具
体
の
意
見
は
な
い
こ
と
に
加
え
、

社
会
情
勢
や
自
治
体
の
財
政
状
況
に
応

じ
た
透
明
性
の
あ
る
基
準
を
設
け
る
必

要
性
を
感
じ
る
た
め
、
反
対
す
る
。

▼
本
会
議
で
の
賛
成
討
論

　

市
長
を
は
じ
め
と
す
る
特
別
職
は
、

市
政
を
支
え
る
重
責
を
担
っ
て
い
る
立

場
で
あ
る
こ
と
に
加
え
、
令
和
７
年
は

市
制
施
行
70
周
年
を
迎
え
、
さ
ま
ざ
ま

な
イ
ベ
ン
ト
の
中
心
と
し
て
活
躍
し
て

い
る
こ
と
も
考
慮
す
る
と
、
支
給
率
の

引
き
上
げ
に
つ
い
て
合
理
性
が
あ
る
と

考
え
ら
れ
る
た
め
、
賛
成
す
る
。

▼
採
決
の
結
果

　

委
員
会　

原
案
可
決
（
賛
成
多
数
）

　

本
会
議　

原
案
可
決
（
賛
成
多
数
）

す
べ
き
で
あ
る
。
本
市
の
特
別
職
報
酬

等
審
議
会
の
建
議
や
、
市
民
の
置
か
れ

て
い
る
状
況
な
ど
を
鑑
み
る
と
、
期
末

手
当
の
引
き
上
げ
に
は
賛
同
で
き
な
い
。

▼
本
会
議
で
の
賛
成
討
論

　

全
国
で
議
員
の
担
い
手
不
足
が
進
む

現
状
を
踏
ま
え
る
と
、
将
来
に
わ
た
り

持
続
可
能
な
議
会
を
構
築
す
る
た
め
の

先
を
見
据
え
た
視
点
は
重
要
で
あ
り
、

今
回
の
改
定
は
、
そ
の
基
礎
と
な
る
も

の
と
判
断
し
た
た
め
、
賛
成
す
る
。

▼
採
決
の
結
果

　

本
会
議　

原
案
可
決
（
賛
成
多
数
）

議
案
審
議
議
案
審
議
は

１
面
に
も
掲
載

（

）

特
別
職
職
員
の
期
末
手
当
の
支
給
率
を

引
き
上
げ
る
た
め
の
条
例
改
正
を
可
決

市
議
会
議
員
の
期
末
手
当
の
支
給
率
を

引
き
上
げ
る
た
め
の
条
例
改
正
を
可
決

会議録、
公開しています

議会だよりの
感想、

お待ちしています
「声」の
議会だより、
配信しています



令和 8年（2026 年）2 月8日（日）  第 259 号〘4〙はだの議会だより

※テック企業…ITなどの幅広いテクノロジーを駆使してビジネス展開している企業のこと。用語解説

一般質問発言ワードランキング

※ 定型表現（呼称やあいさつなど）を除外し、純粋な政策に関係するキーワード
に絞って検索した結果となっています。

問

施　設1

計　画2

福　祉3

介　護4

学　校5

児　童6

小菅　基司
（志政会）

水
道
の
安
定
供
給
と
「
親
学
」
の
推
進
を

問　
先
人
た
ち
が
築
き
残
し
た
財
産
で
あ
る

本
市
の
水
道
施
設
に
つ
い
て
、
こ
れ
ま
で

管
路
の
耐
震
化
を
訴
え
て
き
た
が
、
幹
線

管
路
耐
震
化
の
進
捗
状
況
は
ど
の
よ
う
か
。

答　
令
和
７
年
度
末
時
点
の
進
捗
率
は
約
85

％
に
達
す
る
見
込
み
で
あ
り
、
当
初
の
計

画
を
上
回
る
進
捗
状
況
で
あ
る
。

問　
７
年
５
月
施
行
の
改
正
戸
籍
法
に
よ
り
、

子
ど
も
の
キ
ラ
キ
ラ
ネ
ー
ム
は
実
質
的
に

制
限
さ
れ
た
が
、
こ
れ
ま
で
に
窓
口
に
お

い
て
指
導
し
た
事
例
は
あ
っ
た
か
。

答　
漢
和
辞
典
な
ど
に
掲
載
さ
れ
て
い
な
い

読
み
方
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
資
料
の
提

出
を
求
め
た
事
例
な
ど
が
あ
っ
た
。

要　
親
に
な
る
た
め
の
学
び
で
あ
る
親
学
を

推
進
し
、
親
の
意
識
を
高
め
、
今
こ
そ
家

庭
教
育
の
大
切
さ
を
伝
え
て
ほ
し
い
。

風間　正子
（志政会）

産
後
ケ
ア
の
今
後
の
方
向
性
に
つ
い
て

問　
産
後
の
心
と
体
を
守
る
宿
泊
型
ケ
ア
施

設
が
不
足
し
て
い
る
が
、
対
策
は
ど
う
か
。

答　
希
望
者
全
員
が
利
用
で
き
る
よ
う
、
産

科
医
療
機
関
や
助
産
院
、
そ
の
他
の
資
源

の
活
用
も
視
野
に
拡
充
を
検
討
し
て
い
る
。

要　
妊
婦
一
人
一
人
に
寄
り
添
っ
た
、
切
れ

目
の
な
い
支
援
を
継
続
し
て
ほ
し
い
。

空
き
家
の
未
然
防
止
対
策
に
つ
い
て

問　
65
歳
以
上
の
持
ち
家
単
身
世
帯
（
空
き

家
予
備
軍
）
が
、
５
年
間
で
急
増
し
て
い

る
。
空
き
家
に
さ
せ
な
い
予
防
策
は
。

答　
自
治
会
単
位
の
住
ま
い
の
終
活
セ
ミ
ナ

ー
の
開
催
や
、
福
祉
部
・
関
係
団
体
と
の

連
携
に
よ
る
啓
発
活
動
で
、
持
ち
家
の
将

来
像
を
家
族
で
話
し
合
え
る
機
会
を
作
る
。

要　
所
有
者
の
意
識
を
変
え
る
啓
発
で
、
未

然
防
止
に
つ
な
げ
て
ほ
し
い
。

桑原　昌之
（ともにつくる秦野）

今
こ
そ
、
湘
南
ベ
ル
マ
ー
レ
と
の
包
括

連
携
協
定
を
市
民
の
た
め
に
生
か
せ

問　
湘
南
ベ
ル
マ
ー
レ
の
Ｊ
２
降
格
が
本
市

に
与
え
る
影
響
を
ど
う
考
え
る
か
。

答　
Ｊ
２
降
格
の
影
響
が
直
ち
に
本
市
に
影

響
を
与
え
る
こ
と
は
な
い
と
考
え
て
い
る

が
、
ス
ポ
ー
ツ
振
興
に
お
い
て
滞
る
こ
と

の
な
い
よ
う
一
層
の
協
力
関
係
を
築
く
と

と
も
に
、
ホ
ー
ム
タ
ウ
ン
と
し
て
湘
南
ベ

ル
マ
ー
レ
の
支
え
と
な
れ
る
よ
う
、
今
ま

で
以
上
に
連
携
を
深
め
て
い
く
。

要　
Ｊ
２
降
格
の
影
響
は
経
済
効
果
の
低
下

や
ク
ラ
ブ
経
営
の
悪
化
な
ど
に
つ
な
が
る
。

は
だ
の
ス
ポ
ー
ツ
ビ
レ
ッ
ジ
へ
の
影
響
に

も
注
視
し
な
が
ら
、
湘
南
ベ
ル
マ
ー
レ
の

ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を
し
っ
か
り
と
引
き
出
し
、

市
民
に
と
っ
て
十
分
に
生
か
さ
れ
る
よ
う

連
携
し
て
ほ
し
い
。

横山むらさき
（公明党）

安
心
し
て
出
産
で
き
る
環
境
の
醸
成
を

問　
ア
ク
ア
ベ
ル
ク
リ
ニ
ッ
ク
は
分
娩
数
の

増
加
に
伴
い
、
宿
泊
型
の
産
後
ケ
ア
の
受

け
入
れ
が
厳
し
く
な
る
と
聞
く
。
産
後
う

つ
を
防
止
す
る
た
め
、
受
け
皿
と
な
る
他

の
施
設
の
整
備
状
況
は
ど
の
よ
う
か
。

答　
量
と
質
の
充
実
に
努
め
、
地
域
資
源
の

活
用
な
ど
必
要
な
ケ
ア
を
構
築
し
て
い
く
。

要　
新
た
に
出
産
時
タ
ク
シ
ー
補
助
を
望
む
。

楽
し
く
学
べ
る
英
会
話
環
境
の
充
実
を

問　
幼
児
期
に
英
語
に
触
れ
る
機
会
の
創
出

や
、
小
・
中
学
校
で
英
語
を
話
す
機
会
を

与
え
る
た
め
に
、
１
対
１
の
オ
ン
ラ
イ
ン

授
業
の
導
入
が
必
要
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

答　
幼
稚
園
で
は
英
語
に
親
し
む
機
会
の
さ

ら
な
る
充
実
に
努
め
る
と
と
も
に
、
学
校

の
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
に
つ
い
て
は
調
査
・

研
究
し
て
い
き
た
い
。

中村　知也
（志政会）

将
来
を
洞
察
せ
よ

問　
外
国
人
の
増
加
に
伴
う
文
化
的
な
摩
擦

防
止
の
た
め
、
多
文
化
共
生
の
取
り
組
み

の
推
進
や
関
係
条
例
の
制
定
に
つ
い
て
、

市
の
認
識
は
ど
う
か
。

答　
外
国
人
の
歴
史
・
文
化
の
違
い
を
尊
重

し
た
共
生
社
会
を
推
進
し
、
国
や
他
自
治

体
の
動
向
を
踏
ま
え
て
調
査
・
研
究
す
る
。

問　
世
界
経
済
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
は
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の

利
用
が
子
ど
も
の
う
つ
病
の
危
険
性
を
高

め
る
と
あ
り
、
※
テ
ッ
ク
企
業
の
Ｃ
Ｅ
Ｏ

は
自
分
の
子
ど
も
に
は
デ
ジ
タ
ル
機
器
の

使
用
を
制
限
し
て
い
る
と
い
う
。
愛
知
県

豊
明
市
の
よ
う
な
条
例
の
必
要
性
に
つ
い

て
、
総
合
教
育
会
議
で
協
議
で
き
な
い
か
。

答　
デ
ジ
タ
ル
機
器
の
適
切
な
使
用
に
つ
い

て
、
教
育
委
員
会
会
議
な
ど
を
通
じ
て
教

育
委
員
と
各
学
校
長
に
報
告
し
て
い
く
。

田中めぐみ
（ともにつくる秦野）

多
世
代
交
流
施
設
の
整
備
に
つ
い
て

問　
周
辺
の
地
権
者
間
で
誤
っ
た
情
報
が
錯さ
く

綜そ
う
し
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
が
移
設
す
る
こ
と

に
よ
る
交
通
不
安
な
ど
、
困
惑
の
声
が
あ

る
。
市
民
と
の
コ
ン
セ
ン
サ
ス
は
十
分
か
。

答　
さ
ま
ざ
ま
な
機
会
を
通
じ
て
意
見
交
換

を
行
っ
て
い
る
。
構
想
案
に
つ
い
て
も
、

よ
り
よ
い
施
設
が
で
き
る
よ
う
、
闊か
っ
た
つ達
な

意
見
交
換
を
行
い
、
進
め
て
い
く
。

問　
市
民
と
も
っ
と
議
論
す
る
必
要
性
を
感

じ
て
い
る
。
一
度
立
ち
止
ま
り
、
再
度
こ

の
場
所
の
活
用
に
つ
い
て
検
討
す
る
必
要

が
あ
る
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

答　
議
会
や
市
民
の
意
見
を
よ
く
聞
き
、
構

想
ど
お
り
し
っ
か
り
進
め
る
。

要　
丁
寧
な
議
論
の
下
、
財
政
負
担
や
今
後

の
公
共
施
設
へ
の
影
響
も
含
め
て
、
市
民

が
納
得
し
た
形
で
進
め
て
ほ
し
い
。

吉村　慶一
（無所属）

支
援
が
必
要
な
園
児
に
対
応
す
る
民

間
園
へ
の
補
助
を
３
倍
に
せ
よ

問　
令
和
６
年
度
に
お
け
る
支
援
を
必
要
と

す
る
園
児
の
公
私
園
別
の
在
籍
者
数
、
対

応
す
る
加
配
保
育
士
な
ど
の
人
数
、
市
費

負
担
額
を
問
う
。

答　
公
立
幼
稚
園
・
こ
ど
も
園
に
１
０
９
人
、

加
配
保
育
士
な
ど
が
56
人
、
市
費
負
担
が

約
２
億
６
０
０
万
円
、
民
間
園
に
92
人
、

加
配
保
育
士
が
50
人
、
市
費
負
担
が
約

９
５
０
０
万
円
と
な
る
。

問　
公
私
園
の
市
費
負
担
の
総
額
、
約
3
億

円
を
民
間
園
へ
補
助
す
れ
ば
、
質
と
量
の

両
面
で
民
間
園
の
み
で
の
対
応
が
可
能
と

な
る
の
で
は
な
い
か
。

答　
費
用
面
以
外
に
も
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
は

あ
る
が
、
民
間
園
と
の
意
見
交
換
な
ど
を

通
じ
て
検
討
し
て
い
き
た
い
。

生成AIに
聞いて
みた！

◀

アンケート
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※緊急消防援助隊の無償使用車両・資機材整備制度… 大規模災害時に迅速な人命救助活動を行うため、消防庁が費用を負担して特殊な消防車両や資機材を開発・整備し、無償で貸与す
る制度のこと。

用語解説

　一般質問は、12月８日～10日の３日間で行われ、18人の議員
が登壇しました。（４面から６面に掲載しています。）
（質問者の文責により、質問と答弁の要旨を掲載）

一 般 質

福森　真司
（市民創和会）

市
民
力
に
よ
る
ま
ち
の
に
ぎ
わ
い
に
つ
い
て

問　
に
ぎ
わ
い
創
造
に
携
わ
る
市
民
力
を
後

押
し
す
る
環
境
づ
く
り
は
ど
の
よ
う
か
。

答
　
ま
ち
づ
く
り
ビ
ジ
ョ
ン
を
策
定
し
、
そ

の
描
い
た
未
来
図
の
実
現
に
向
け
た
ま
ち

づ
く
り
へ
の
ア
イ
デ
ア
を
市
民
力
で
で
き

る
こ
と
か
ら
始
め
ら
れ
る
よ
う
支
援
す
る
。

要　
民
間
主
導
で
継
続
し
て
い
け
る
仕
組
み

と
組
織
づ
く
り
を
進
め
、
市
民
の
企
画
を

行
政
と
し
て
応
援
し
、
活
気
あ
る
秦
野
、

笑
顔
あ
ふ
れ
る
秦
野
に
な
る
よ
う
努
め
て

ほ
し
い
。
ま
た
、
Ｏ
Ｍ
Ｏ
Ｔ
Ａ
Ｎ
コ
イ
ン

の
活
用
に
よ
る
商
業
者
と
の
連
携
実
績
お

よ
び
結
果
に
つ
い
て
分
析
し
、
本
市
の
経

済
好
循
環
を
実
現
す
る
た
め
の
基
盤
と
し

て
確
実
に
地
域
へ
浸
透
さ
せ
、
主
役
で
あ

る
事
業
者
と
市
民
、
行
政
が
一
丸
と
な
り

課
題
解
決
に
取
り
組
ん
で
ほ
し
い
。

阿蘇　佳一
（市民創和会）

丹
沢
山
塊
に
80
頭
の
ツ
キ
ノ
ワ
グ
マ

問　
シ
カ
な
ど
の
箱
わ
な
で
ク
マ
が
２
頭
捕

獲
。
痕
跡
が
確
認
さ
れ
た
場
合
は
。

答
　
ク
マ
か
ど
う
か
休
日
で
も
判
定
し
、
地

域
の
安
全
性
の
確
保
を
図
っ
て
い
る
。

問　
本
市
は
小
・
中
学
校
の
暴
力
行
為
43
件
、

い
じ
め
１
０
２
８
件
、
不
登
校
３
６
８
件
、

子
ど
も
の
命
を
守
る
決
意
は
ど
う
か
。

答
　
最
前
線
の
学
校
と
後
方
支
援
部
隊
の
教

育
委
員
会
で
連
携
し
て
取
り
組
む
。

問　
高
齢
者
の
４
人
に
１
人
が
一
人
暮
ら
し
、

約
３
割
が
孤
独
を
感
じ
て
い
る
が
対
策
は
。

答
　
地
域
高
齢
者
支
援
セ
ン
タ
ー
や
民
生
委

員
と
連
携
し
、
見
守
り
体
制
に
取
り
組
む
。

問　
大
分
県
大
分
市
佐
賀
関
火
災
は
延
焼
建

物
１
８
０
棟
以
上
、
本
市
の
対
応
は
。

答
　
飛
び
火
警
戒
に
当
た
る
部
隊
の
設
置
や

木
造
住
宅
密
集
地
の
対
応
に
努
め
る
。

間地　　薫
（公明党）

誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
社
会
へ

問　
感
震
ブ
レ
ー
カ
ー
の
普
及
促
進
方
法
は

ど
の
よ
う
か
。

答
　
市
民
の
日
や
防
災
訓
練
会
場
で
周
知
し

て
き
た
。
さ
ら
な
る
認
知
度
向
上
の
た
め
、

市
防
災
・
危
険
物
安
全
協
会
と
調
整
を
図

り
、
効
果
的
な
普
及
に
努
め
て
い
く
。

問　
令
和
８
年
度
よ
り
Ｒ
Ｓ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク

チ
ン
が
妊
婦
を
対
象
に
定
期
接
種
と
な
る

予
定
だ
が
、
高
齢
者
の
接
種
助
成
に
対
す

る
本
市
の
考
え
は
ど
の
よ
う
か
。

答
　
国
や
県
の
動
向
を
注
視
し
て
い
く
。

問　
乳
児
の
頭
蓋
骨
矯
正
ヘ
ル
メ
ッ
ト
に
つ

い
て
、
他
市
で
は
助
成
制
度
な
ど
が
導
入

さ
れ
て
い
る
が
、
本
市
の
状
況
は
ど
う
か
。

答
　
検
診
や
訪
問
時
に
保
健
師
、
助
産
師
か

ら
保
護
者
へ
声
か
け
を
行
っ
て
お
り
、
病

気
の
見
逃
し
が
な
い
よ
う
努
め
て
い
る
。

古木　勝久
（ともにつくる秦野）

公
民
館
に
常
勤
の
専
門
職
員
の
配
置
を

問　
本
市
の
公
民
館
長
は
地
域
ま
ち
づ
く
コ

ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
併
任
し
て
い
る
が
、

生
涯
学
習
推
進
計
画
に
は
そ
の
目
的
や
役

割
な
ど
が
記
述
さ
れ
て
い
な
い
。
計
画
の

見
直
し
を
し
て
は
ど
う
か
。

答
　
次
期
計
画
に
は
、
地
域
ま
ち
づ
く
り
コ

ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
に
つ
い
て
分
か
り
や
す

く
記
載
で
き
る
よ
う
、
検
討
し
て
い
く
。

問　
文
部
科
学
省
の
第
４
期
教
育
振
興
基
本

計
画
で
は
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
基
盤

を
支
え
る
社
会
教
育
施
設
の
機
能
強
化
や
、

社
会
教
育
人
材
の
養
成
な
ど
の
重
要
性
が

記
さ
れ
て
い
る
。
本
市
に
お
い
て
も
、
公

民
館
主
事
の
配
置
や
職
員
の
常
勤
化
を
次

期
計
画
の
目
標
値
に
し
て
は
ど
う
か
。

答
　
今
後
、
関
係
部
署
と
調
整
す
る
中
で
、

検
討
を
重
ね
な
が
ら
考
え
て
い
き
た
い
。

横溝　泰世
（市民創和会）

各
種
団
体
の
拠
点
と
し
て
事
務
局
の
設
置
を

問　
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
が
希
薄
化
し

て
い
る
こ
と
が
要
因
で
、
自
治
会
を
は
じ

め
老
人
会
・
子
ど
も
会
・
婦
人
会
な
ど
の

加
入
率
の
低
下
や
解
散
が
生
じ
て
い
る
。

こ
れ
ま
で
提
案
し
て
い
る
よ
う
に
、
今
後

は
、
各
地
区
の
幼
稚
園
、
小
・
中
学
校
や

公
民
館
、
そ
し
て
民
間
の
空
き
家
な
ど
に
、

自
治
会
な
ど
が
中
心
と
な
っ
て
活
動
で
き

る
拠
点
と
し
て
事
務
局
を
設
置
し
、
地
域

の
活
性
化
に
向
け
て
公
共
施
設
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
の
視
点
か
ら
検
討
し
て
い
く
べ
き
と

考
え
る
が
、
ど
う
か
。

答
　
公
共
施
設
の
活
用
に
つ
い
て
は
、
こ
れ

ま
で
も
各
所
管
に
お
い
て
努
力
し
対
応
し

て
い
る
が
、
関
係
部
局
に
よ
る
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
チ
ー
ム
を
中
心
に
、
地
域
活
性
化
の

具
体
的
な
取
り
組
み
に
向
け
て
検
討
す
る
。

原　　　聡
（ともにつくる秦野）

消
防
財
政
と
有
害
鳥
獣
対
策
に
つ
い
て

問　
消
防
庁
の
※
緊
急
消
防
援
助
隊
の
無
償

使
用
車
両
・
資
機
材
整
備
制
度
は
、
本
市

の
財
政
状
況
、
林
野
火
災
へ
の
備
え
を
考

慮
す
る
と
効
率
的
と
考
え
る
が
、
見
解
は
。

答
　
導
入
後
の
費
用
対
効
果
を
十
分
に
検
討

す
る
必
要
が
あ
る
た
め
、
条
件
を
整
理
し

て
取
り
組
み
た
い
。

問　
ツ
キ
ノ
ワ
グ
マ
な
ど
を
対
象
と
し
た
緊

急
銃
猟
が
制
度
化
さ
れ
た
が
、
今
後
の
体

制
整
備
は
ど
う
か
。

答
　
緊
急
銃
猟
は
安
易
に
運
用
す
べ
き
で
は

な
い
が
、
今
後
、
環
境
省
作
成
の
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
な
ど
に
沿
っ
て
、
関
係
機
関
と
連

携
し
て
運
用
体
制
を
整
理
し
て
い
き
た
い
。

要　
登
山
道
や
山
岳
エ
リ
ア
に
行
政
無
線
を

設
置
し
、
ク
マ
な
ど
の
出
没
情
報
や
林
野

火
災
警
報
な
ど
の
情
報
を
届
け
て
ほ
し
い
。

　なお、各議員の記事にある二次元コードを読み込むと、一般質
問の動画を視聴できます。（通信費は利用者の負担となります。）
※要望は「要」と記載しています。

八尋　伸二
（市民創和会）

市
内
の
都
市
公
園
管
理
に
つ
い
て

問　
市
内
に
都
市
公
園
は
２
１
４
か
所
、
そ

の
管
理
方
法
は
３
種
類
あ
る
。
管
理
方
法

ご
と
の
状
況
は
ど
の
よ
う
か
。

答
　
重
複
含
め
、
①
委
託
が
47
か
所
、
②
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
、
ア
ダ
プ
ト
が
45
か

所
、
愛
護
会
が
69
か
所
、
③
直
営
（
市
職

員
）
が
64
か
所
で
あ
る
。

問　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
管
理
が
50
％
を

占
め
、
近
年
高
齢
化
を
理
由
に
辞
め
る
人

が
徐
々
に
増
え
て
い
る
と
聞
い
て
い
る
が
、

管
理
の
未
来
像
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い

る
の
か
。

答
　
市
民
力
を
生
か
し
た
管
理
を
し
っ
か
り

と
継
続
し
て
い
く
こ
と
だ
と
考
え
る
。

要　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
確
保
す
る
た
め
、
Ｏ

Ｍ
Ｏ
Ｔ
Ａ
Ｎ
コ
イ
ン
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ポ

イ
ン
ト
と
連
携
し
て
ほ
し
い
。
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小山田良弘
（市民創和会）

議
会
質
問
の
検
討
状
況
、
渋
沢
丘
陵
周
辺

土
地
利
用
構
想
（
仮
称
）
に
つ
い
て

問　
本
会
議
場
に
お
け
る
過
去
２
年
間
の
全

て
の
議
員
質
問
の
検
討
状
況
を
伺
う
。

答　
２
５
４
件
の
う
ち
実
施
済
み
が
35
％
、

進
行
中
が
62
％
、
未
着
手
が
３
％
で
あ
る
。

要　
議
員
質
問
に
対
す
る
検
討
状
況
を
検
証

す
る
仕
組
み
づ
く
り
を
構
築
し
て
ほ
し
い
。

問　

渋
沢
丘
陵
周
辺
土
地
利
用
構
想
（
仮

称
）
は
、
国
道
２
４
６
号
バ
イ
パ
ス
の
整

備
前
と
後
の
２
段
階
で
示
す
べ
き
で
あ
る

と
考
え
る
が
、
見
解
は
。

答　
対
応
で
き
る
よ
う
整
理
し
て
い
き
た
い
。

要　
短
期
的
な
取
り
組
み
と
し
て
観
光
交
流

軸
と
視
点
場
の
整
備
な
ど
を
、
長
期
的
な

取
り
組
み
と
し
て
国
道
２
４
６
号
バ
イ
パ

ス
と
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
周
辺
の
土
地
利

用
な
ど
を
検
討
し
て
ほ
し
い
。

石川　　潤
（無所属）

駅
前
広
場
の
喫
煙
所
の
環
境
整
備
を

問　
小
田
急
線
の
各
駅
に
設
置
さ
れ
て
い
る

喫
煙
所
の
設
置
状
況
は
ど
の
よ
う
か
。

答　
※
Ｊ
Ｔ
か
ら
灰
皿
や
パ
ー
テ
ィ
シ
ョ
ン

な
ど
の
寄
贈
が
あ
り
、
現
在
は
市
内
４
駅

全
て
に
設
置
し
て
い
る
。

問　
東
海
大
学
前
駅
南
口
の
喫
煙
所
が
令
和

６
年
に
移
転
し
た
経
緯
は
ど
の
よ
う
か
。

答　
バ
ス
停
の
新
設
に
伴
い
、
通
行
の
流
れ

や
地
元
商
店
会
の
意
向
で
交
番
の
横
に
移

設
し
た
。
ま
た
、
緑
化
景
観
と
一
体
化
す

る
よ
う
、
Ｊ
Ｔ
か
ら
植
栽
が
寄
贈
さ
れ
た
。

問　
植
栽
の
パ
ー
テ
ィ
シ
ョ
ン
は
周
囲
に
煙

が
広
が
る
た
め
、
上
部
に
折
り
返
し
が
あ

る
タ
イ
プ
に
す
る
こ
と
は
可
能
か
。

答　
効
果
が
あ
る
か
Ｊ
Ｔ
に
確
認
し
た
い
。

　
　
ほ
か
、
有
害
鳥
獣
対
策
に
つ
い
て
質
問

し
た
。

大塚　　毅
（市民創和会）

１
月
25
日
執
行
秦
野
市
長
選
挙
に
向
け
て

問　
「
投
票
率
等
の
向
上
に
係
る
取
組
方
針
」

（
令
和
７
年
度
作
成
）
の
進
捗
は
ど
う
か
。

答　
中
学
生
の
模
擬
投
票
や
高
校
へ
の
出
前

講
座
な
ど
、
若
者
へ
の
啓
発
を
強
化
し
、

方
針
に
基
づ
き
着
実
に
進
め
て
い
る
。

要　
施
策
の
効
果
を
客
観
的
指
標
で
検
証
し
、

改
善
を
繰
り
返
す
「
生
き
た
方
針
」
と
し

て
の
運
用
を
求
め
る
。
前
回
の
投
票
率
36・

24
％
は
、
私
が
政
治
を
志
し
た
原
点
。
低

投
票
率
に
は
特
効
薬
が
な
い
か
ら
こ
そ
、

選
挙
管
理
委
員
会
・
市
民
団
体
・
候
補
者

が
三
位
一
体
と
な
り
、
愚
直
に
挑
み
続
け

る
し
か
な
い
。
政
策
本
位
の
政
治
選
択
と

投
票
率
向
上
へ
、
共
に
力
を
尽
く
し
て
ほ

し
い
。

　
　
ほ
か
、
電
子
投
票
、
県
立
高
校
の
期
日

前
投
票
所
に
つ
い
て
質
問
し
た
。

中村　英仁
（公明党）

介
護
人
材
の
確
保
策
に
つ
い
て

問　
少
子
高
齢
化
の
影
響
で
、
ど
の
業
界
も

人
材
不
足
が
加
速
し
て
い
る
が
、
中
で
も

医
療
・
介
護
業
界
は
深
刻
で
あ
る
。
そ
の

状
況
を
国
も
危
惧
し
、
令
和
８
年
度
の
厚

生
労
働
省
予
算
概
算
要
求
に
「
介
護
未
経

験
者
か
ら
介
護
の
担
い
手
と
な
る
ま
で
の

一
体
的
な
支
援
事
業
」
が
盛
り
込
ま
れ
た
。

こ
の
事
業
が
使
え
る
ス
ケ
ッ
タ
ー
と
い
う

介
護
福
祉
特
化
の
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
サ
ー
ビ

ス
と
の
連
携
協
定
を
結
び
、
市
内
事
業
者

を
ア
シ
ス
ト
し
て
ほ
し
い
が
、
ど
う
か
。

答　
従
前
よ
り
、
本
サ
ー
ビ
ス
に
は
注
目
し

て
お
り
、
非
常
に
有
効
な
ツ
ー
ル
と
考
え

て
い
る
。
し
か
し
、
有
償
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
質
な
ど
、
課
題
も
あ
る
と
考
え
て
い
る

た
め
、
導
入
し
て
い
る
他
市
の
事
例
を
調

査
・
研
究
し
て
い
き
た
い
。

一 般 質 問

一般質問は４面から５面にも掲載しています。
（質問者の文責により、質問と答弁の要旨を掲載）

※要望は「要」と記載しています。

（つづき）

※ＪＴ…日本たばこ産業株式会社用語解説

市役所に
行かないとダメかな？
議会って何を

やっているところ？
議員の仕事って
どんな仕事？

◆対象は、市内在住・在勤・在学の団体・グループです。
◆時間は、午前９時から午後９時まで可能です。
◆問い合わせは、議事政策課 （☎ 82-9652）まで。
◆ 申し込みは、申込用紙に必要事項を記入し、
　メール・FAX・郵送で提出。

議会の話、出前します

▼秦野曽屋高等学校での出前講座の様子

議会報編集委員より 新しい正・副委員長を紹介します　～一問一答自己紹介～

・趣味
　「農業、木工、ゴルフ」
・好きな言葉、座右の銘
　「人見るもよし、人見ざるも
　よし、されど我は咲くなり」
・子どもの頃の夢
　「パイロット」
・自分の性格を一言で表すと
　「恥ずかしがり屋」

今後も定例月会議以外の議会活動も皆さんに広く知ってもらうことができる議会だよりの作成を目指していきます。
紙面の中でお気づきの点などございましたら、お気軽にご連絡、ご意見をお寄せください。

相原　　學
委員長

・趣味
　「料理」
・好きな言葉、座右の銘
　「人の前に灯りをともす」
・子どもの頃の夢
　「電車の運転手」
・自分の性格を一言で表すと
　「熱い」

中村　英仁
副委員長

アンケート ▼

副委員長お手製の
大鶏排（ダージーパイ）

趣味の木工作品
「キッチンラック」

７日（日） 市制施行70周年記念第21回はだの丹沢水無川マラソン
大会開会式

16日（火） 第30回全国報徳サミット秦野市大会第５回実行委員会
20日（土） 令和７年度秦野市教育功労者等表彰式
 令和７年度はだのっ子アワード表彰式
28日（日） 令和７年消防団歳末火災特別警戒激励式

７日（水） 令和８年秦野市新年賀詞交歓会
10日（土） 令和８年秦野市消防出初式
11日（日） 第71回秦野市駅伝競走大会開会式
12日（月） 令和８年秦野市はたちのつどい

〔主な公務〕

議長公務（12月～１月）

○12月

○１月

より詳細な公務日程は、市議会ホームページでも
公開しています。

相原　學議長

議長のひと言
　年末年始の行事を通じて、多くの方々
と直接触れ合う機会をいただきました。
　本年も、皆さまの声を大切にしながら、
より良いまちづくりに努めてまいります。
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所管事務調査 ～先進地の視察～

秦野市から 先進地へ 詳細の報告書はこちらから ➡

全国各地から 秦野市へ長崎県諫早市　：　消防団再編〜持続可能な消防防災力再構築へ〜について

長崎県大村市　：　大村市ポータルアプリ「おむすび。」について

佐賀県唐津市　：　新庁舎の建設について

和歌山県海南市　：　海南 nobinos について

和歌山県岩出市　：　生活支援体制整備事業について

愛知県東海市　　：　ひきこもり支援センターについて

岡山県岡山市　：　空き家対策について

愛知県刈谷市　：　刈谷スマートシティの取組について

愛知県安城市　：　南明治地区土地有効活用事業について

　唐津市新庁舎の事例は、行政の効率化と市民の利用環境に併せ、
防災機能も一体的に整備することの重要性を感じました。本市に
おける公共施設の老朽化や再編を検討していくうえで、多くの気
づきを得ることができた視察となりました。

　海南 nobinos は図書館機能を核とした多世代交流施設で、建物
デザインや本棚など、空間づくりにこだわりが感じられました。
子どもから高齢者まで気軽に立ち寄りたくなるような、にぎわい
づくりにつながる工夫を随所に見ることができました。

　JR 安城駅南口に広がる南明治地区の「第 28 街区」を現地視察
させていただきました。民間活力を取り入れながら、利便性と居
心地の良さを兼ね備えた空間づくりは、秦野駅北口周辺のにぎわ
いのあるまちづくりの推進にも大いに参考となるものでした。

総務常任委員会（所管事項：政策・総務・くらし安心・文化スポーツ・消防など）

文教福祉常任委員会（所管事項：福祉・こども健康・教育）

環境都市常任委員会（所管事項：環境産業・都市・建設・上下水道など）

所管事務調査 ～先進地の視察～

秦野市から 先進地へ 詳細の報告書はこちらから ➡

全国各地から 秦野市へ
　秦野市議会における議会改革の取り組みについて、全国各地か

ら行政視察にお越しいただいています。これらの視察は議会運営

委員を中心に、会派所属議員で対応しています。

その他市政関連の主な視察受入状況（令和７年度）

議会関連の視察受入状況（令和７年度）

議会名等 主な視察項目 対応会派

千葉県北総地区 市議会正副議長会 22 名

通年会期制と
政策提言について

ともにつくる秦野・公明党

富山県南砺市 議会運営委員会 7 名 志政会

山梨県上野原市 議会運営委員会 6 名 市民創和会

長野県上田市 議会運営委員会 10 名 ともにつくる秦野・公明党

北海道北斗市 議会運営委員会 10 名 市民創和会

愛知県半田市 議会運営委員会 9 名 志政会

長野県下諏訪町 議会運営委員会 6 名 ともにつくる秦野

主な視察項目 回数 議会名等

秦野市総合防災情報
システムについて 4

新潟県胎内市議会、岐阜県大
垣市議会、京都府向日市議
会、福島県本宮市議会

部活動の地域移行に
ついて 3 三重県津市議会、東京都江東

区議会、大阪府箕面市議会

末広小学校屋内運動場
空調設備について 2 神奈川県小田原市議会、長崎

県大村市議会

ドローンを活用した
鳥獣被害対策について 2 長崎県大村市議会、沖縄県名

護市議会

原　委員長

川口　委員長

横山　委員長

▲唐津市新庁舎

▲海南nobinos

▲南明治地区
　「第28街区」
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◆次回の議会だより（令和８年５月中旬の日曜日発行予定）は、第１回（３月）定例月会議の概要などをお知らせします。

神奈川県秦野市柳町1丁目2番12号アールビル2F B号室
Tel：0463-74-5063 Fax：0463-74-5076

神奈川県秦野市横野646-10
携帯電話：090-8941-3333 ＴＥＬ・FAX：0463-75-3796
Ｅメール：kanbayashi@kus-hadano.com

広告広告

…委員会に付託された案件が、審査期間中に採決に至らず、審査の継続も行わないこと。審査未了

　12 月定例月会議では、18議案が原案可決、陳情２件が採択となり
ました。
※ 賛成全員の議案等を上段に、賛否が分かれた議案等を下段に記載して
います。（資料は、秦野市議会ホームページでご覧いただけます。）

区分 番号 件　　　名 採決の結果

市
長
提
出
議
案

第54号 秦野市の議会の議員及び長の選挙における選挙運動費用の公費負担に関する条例の一部を改正することについて 可決
第56号 秦野市職員の給与に関する条例及び秦野市一般職の任期付職員の採用等に関する条例の一部を改正することについて 可決
第57号 秦野市非常勤特別職職員の報酬及び費用弁償に関する条例の一部を改正することについて 可決
第59号 秦野市火災予防条例の一部を改正することについて 可決
第61号 市道の認定について 可決
第62号 市道の変更について 可決
第64号 令和７年度秦野市水道事業会計補正予算（第１号）を定めることについて 可決
第65号 令和７年度秦野市公共下水道事業会計補正予算（第２号）を定めることについて 可決
第67号 令和７年度秦野市介護保険事業特別会計補正予算（第２号）を定めることについて 可決

陳
情

令7陳情第17号 夜勤規制と大幅増員で安全・安心の医療・介護の実現を求める陳情書 趣旨了承
令7陳情第24号 「外国人による日本の土地購入を規制する法律」の制定を求める意見書提出に関する陳情書 趣旨了承
令7陳情第25号 秦野市内の小・中学校、高校、特別支援学校における「いじめ」をなくす取組に関する陳情書 不採択
報告案件 専決処分の報告について（市道の管理瑕疵に係る損害賠償２件）

≪賛成全員または賛成なしの議案等≫
詳しくは
こちら

区分 番号 件　　　名 採決の
結果

志政会 市民創和会 ともにつくる
秦野 公明党 無所属

小
菅
基
司

高
橋
文
雄

風
間
正
子

川
口
　
薫

今
井
　
実

相
原
　
學

中
村
知
也

八
尋
伸
二

横
溝
泰
世

阿
蘇
佳
一

大
野
祐
司

福
森
真
司

小
山
田
良
弘

大
塚
　
毅

古
木
勝
久

原
　
　

聡

桑
原
昌
之

田
中
め
ぐ
み

横
山
む
ら
さ
き

中
村
英
仁

間
地
　
薫

吉
村
慶
一

伊
藤
大
輔

石
川
　
潤

市
長
提
出
議
案

第55号 秦野市個人番号の利用事務を定める条例の一部を改正することについて 可決 ○ ○ ○ ○ ○

議
長

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ●

第58号 秦野市特別職職員の給与等に関する条例の一部を改正することについて 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ● ● ○ ○ ○ ○ ● ●

第60号 工事請負契約の締結について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ●

第63号 令和７年度秦野市一般会計補正予算（第４号）を定めることについて 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ●

第66号 令和７年度秦野市国民健康保険事業特別会計補正予算（第１号）を定
めることについて 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ●

第68号 令和７年度秦野市後期高齢者医療事業特別会計補正予算（第１号）を
定めることについて 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ●

陳
情

令7陳情
第16号 高齢者バス乗車券購入費助成制度の創設を求める陳情書 不採択 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 退 退 退 退 ● ● ● ● ● ○

令7陳情
第18号 介護保険制度の抜本改善、大幅な処遇改善を求める陳情書 趣旨

了承 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○

令7陳情
第19号

安全・安心の医療・介護提供体制を守るため、全てのケア労働者の処
遇改善につなげる報酬10％以上の引上げを求める陳情書

趣旨
了承 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○

令7陳情
第20号 国に私学助成の拡充を求める意見書の提出を求める陳情書 採択 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ○

令7陳情
第21号 神奈川県に私学助成の拡充を求める意見書の提出を求める陳情書 採択 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ○

令7陳情
第23号

「全ての公務員の任用に国籍条項を定める法律」の制定を求める意見
書提出に関する陳情書

趣旨
了承 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ● ● ○ ○ ○ ○ ○ ●

令7陳情
第26号

職員団体の組合費給与天引き（チェックオフ）手続の適正運用及び行
政の政治的中立性確保を求める陳情書

趣旨
了承 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 退 ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ● ● ○ ○ ○ ● ○ ●

議
員
提
出
議
案

第５号 秦野市議会議員の議員報酬、費用弁償及び期末手当に関する条例の一
部を改正することについて 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 退 ○ ○ ○ ○ ● ● ● ● ○ ○ ○ ● ● ●

第６号 国に私学助成の拡充を求める意見書の提出について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ○

第７号 神奈川県に私学助成の拡充を求める意見書の提出について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ○

※ 令7陳情第22号　今こそ選択的夫婦別姓制度の導入を求める意見書の提出を求める陳情書については、総務常任委員会に付託し審査した結果、国で協議されていること
や広く国民の意見を集約する必要があることから時期尚早のため、審査未了となりました。

≪賛否が分かれた議案等（※議長は採決には加わりません。）≫ ○：賛成　　●：反対　　退：退席

12 月定例月会議の議決結果

12月第１回臨時会議の議決結果
区分 番号 件　　　名 採決の結果
市長提出
議案 第69号 令和７年度秦野市一般会計補正予算（第５号）を定めることについて 可決（賛成全員）

会派の表記について 令和 5年 9月 11日付で結成された「創和会・市民クラブ」は、令和 7年 11月 18日付で「市民創和会」に改称しました。


